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佑
に
至
る
迄

l
l

河

井

田

研

朗

ー
、
序

E
、
起
Mm
・
形
態
・
出
自

班
、
付
り
の
年
代
と
地
理
的
分
布

町
、
起
源
よ
り
の
店
向
。
ュ
E
H
に
至
る
迄
の
変
遷

v、
結

序

本
稿
は
、
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
？
グ
教
会
の
大
司
教
用
肩
衣
な
巳
ロ
EHH）
に
関
し
て
、
起
源
よ
り
教
会
法
的
制
度
と
し
て
の
成
立
を
み
る
に

至
る
迄
の
変
遷
を
考
察
し
、
以
て
中
世
教
会
の
教
階
制
（
芭
巾

5
2町
民
）
成
立
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ト
リ
吋
ノ
グ
教
会
の
特
色
の
一
つ
が
、
教
皇
を
中
心
と
す
る
一
元
的
な
教
階
制
組
織
に
あ
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
迄
も
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
組
織
が
整
備
と
完
成
を
迎
え
る
の
は
、
所
謂
「
グ
レ
ゴ
リ
ワ
ス
の
教
会
改
革
」
以
降
十
三
世
紀
初
頭
の

E
5
2耳目
5
H
H
H
に
至
る

時
代
で
あ
れ
。
こ
の
時
期
に
教
皇
が
、
ロ
ー
マ
教
会
の
組
織
を
結
合
す
る
た
め
利
用
し
た
制
度
的
手
段
は
、
日
巾

B
官
民
p
百円
B
ト
f
切回目・

ロ
ロ
自
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
就
中
教
皇
と
地
方
教
会
の
首
長
と
を
結
び
つ
け
る
媒
介
手
段
と
な
っ
た
も
の
は
宮
ー
ロ

E
B
で
あ
る
。

U
2
5・

Z
ロ
E
ロ
の
R
m
O円

片
山
口
門

n
o
g
－－E
Z
に
よ
れ
ば
、
匂

mi
－－E
B
は
、
「
大
司
教
の
名
称
」
（
ロ
O
B巾ロ

R
n
E品目的
n
a
mロ
切
）
と
共
に
、
「
司

教
職
の
完
結
」
（

U
F
E
Z皆
吉
巳
日

gロ
由
。
自
己
目
）
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
丸
紅
o

従
っ
て
史
家
は
、
史
料
中
に

同
】
山
口

E
S

二
戸
F
ロ
ロ
ロ
両
ョ
考
（
河
井
岡
）

一O
五



同
M

〉
F
E
C冨
3

考
（
河
井
問
）

一O六

の
名
を
見
出
す
場
合
、

－
般
に
は
そ
れ
を
以
て
直
ち
に
当
該
教
会
と
ロ

l
マ
と
の
結
合
関
係
か
、
或
い
は
そ
こ
に
一
定
の
教
階
制
的
組
織
の
証

左
を
み
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

然
る
に
宮
一
ロ
E
B
は
前
記
の
二
手
段
と
異
り
、
中
世
盛
期
に
至
る
迄
起
源
よ
り
既
に
五
百
年
以
上
を
経
過
し
て
お
り
、
当
然
、
概
念
的
に
も
、

機
能
的
に
も
何
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
予
測
せ
し
め
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
間
の
変
遷
を
跡
づ
け
、
確
定
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
宮
ヤ

HFZE
を
以
て
直
ち
に
教
階
制
の
存
在
乃
至
発
展
の
指
標
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
と
よ
り
、
盲
目
ロ
ロ
日
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
十
七
世
紀
の

u
z
n
mロ伺巾、、
H
，F
o
g
S∞
宮
以
来
の
研
究
史
が
あ
り
、
今
世
紀
に
入
っ
て

か
ら
も
り
ロ

n
F
i
F
ゃ、

F
2
r
m門
同
等
の
研
究
に
よ
っ
て
変
遷
の
主
要
段
階
は
理
論
的
に
或
る
程
度
解
明
さ
れ
て
い
封
。
け
れ
ど
も
、
そ

の
主
要
段
階
の
区
分
に
は
、
。

o
G
g〕

R
U
B
E
E丘
中
の
概
念
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
政
治
史
的
に
重
要
な
事
件
を

も
っ
て
指
標
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
一
九
三
四
年
の
ユ

q
gロ
は
、
八
七
八
年
に
〉
己

2
大
司
教
に
付
与
さ
れ
た
宮
口
E
B
の

評
価
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
い
た
多
く
の
政
治
史
的
な
解
釈
を
す
べ
て
斥
け
、
改
め
て
匂
己
ロ
ロ
自
概
念
の
発
展
史
の
確
定
と
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
関
係
文
書
聞
の
系
統
別
・
時
代
別
の
厳
密
な
比
較
検
討
の
重
要
性
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
教
会
制
度
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば

用
語
法
は
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
法
的
概
念
は
時
代
と
共
に
微
妙
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
多
々
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
の
ユ

2
8
D

の
研
究
も
前
記
の
限
界
内
に
と
ど
ま
っ
て
お
町
、

E
H
E
E
概
念
の
変
化
を
全
体
的
に
厳
密
に
確
定
す
る
試
み
は
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
d

教
会
制
度
に
は
又
、
法
的
概
念
は
確
定
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
機
能
の
働
き
に
つ
い
て
は
よ
く
判
ら
な
い
例
も
多
い
。
日
出
口
山
口
自

研
究
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
近
年
、
教
会
制
度
史
の
社
会
学
的
な
研
究
を
精
力
的
に
推
進
し
て
い
る

F
m
一
切
円
日
教
授
的
、
こ
の
種
の
教
階

制
の
各
段
階
の
威
信
な
2
丘
町
巾
）
の
徽
章
。

B
釘
ロ
巾
）
が
体
現
せ
ん
と
し
た
効
果
、
或
い
は
そ
れ
が
民
衆
に
与
え
た
影
響
の
充
分
な
る
解

明
を
要
請
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

と
れ
ら
の
二
つ
の
課
題
が
果
さ
れ
た
時
、
始
め
て
宮
巨
ロ
自
は
？
l
マ
教
会
と
地
方
教
会
と
の
結
合
の
達
成
過
程
、
或
い
は
中
世
教
皇
権

の
形
成
史
を
明
ら
か
に
す
る
指
標
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
た
め
の
予
備
的
作
業
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
次
章
以
下
に
お



い
て
は
、
第
一
に

u
m

－－E
B
の
起
源
・
形
態
・
出
自
に
つ
い
て
主
と
し
て
是
迄
の
研
究
成
果
を
整
理
し
、
次
い
で
関
係
文
書
の
年
表
作
製
に

よ
っ
て
制
度
の
変
遷
に
全
体
的
な
見
取
図
を
示
し
、
最
後
に
教
皇
文
書
の
書
式
の
検
討
と
関
連
事
象
の
分
析
に
よ
っ
て
、
教
会
法
的
概
念
と
具

体
的
機
能
の
両
面
に
お
け
る
発
展
の
歩
み
を
跡
づ
け
つ

L
、］

u
m
E
C
E
が
如
何
に
し
て
教
会
法
的
制
度
へ
と
変
化
し
て
い
く
に
至
っ
た
か
を
追

究
す
る
こ
と
に
し
た
い
ω

註

（

1
）
 

乙
の
語
は
、
広
義
で
は
聖
職
者
及
び
一
般
信
者
を
含
む
全
教
会
組
織

を
指
し
、
狭
義
で
は
前
者
の
み
、
即
ち
叙
階
に
よ
っ
て
ね
ら
れ
た
身

分
（
O
え
る
を
立
味
す
る
。
こ
の
身
分
に
は
初
代
教
会
以
来
、
司
教

会

1
2
8
5〉
、
司
祭
（
胃
巾
白

S
Z司
）
、
助
祭
（
島
町
田

g
E印
）
の
川

が
あ
っ
た
o
聖
職
者
身
分
と
そ
の
八
万
化
に
つ
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

史
家
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
家
の
問
に
長
い
論
争
が
あ
っ
た
が
、
今

日
で
は
教
義
的
な
観
点
は
川
と
し
て
、
史
料
的
解
釈
は
殆
ん
ど
一
致

し
て
い
る
。
前
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク

大
辞
典
」
の
「
司
教
」
や
、
】
U－
b
H
V
R
F
同・出。島内凶
0・
Z
H
Y
H
O
E
a
w

hhb誌宜保咽旬、
hr
．hH色町『崎司会リなえ員同氏屯宮崎・汁・
F
H
M同吋山田
w
同由臼
UUHU・由

A
P

E
－
を
、
後
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
同
内
・
民
自
白
血
F
A
F
5
h
h崎町、

』門町『
s
s
h
a
s
h
h忌
HFJF4m吉
田
♂
呂
田
O

・
g
－
NCiNH・
を
参
照
。
研
究

の
現
段
階
及
び
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
国
・
匂
mUH0・』門町、
s
～hqbぬ

』C
S
H
h同
g
s
h
h岳町向－
NVな』
f
a』丸山
h急
時
同
町
可
町
営
、
問
。

z・
呂
田
串
W
a

al怠
・
を
参
照
。

教
階
制
の
そ
の
後
の
発
肢
を
要
約
す
れ
ば
、
聖
職
者
身
分
の
綴
幹

は
最
初
か
ら
司
教
に
あ
り
、
三
川
紀
以
降
所
消
司
教
教
会
の
成
立
と

そ
の
裁
治
区
域
た
る
司
教
区
の
劃
定
化
以
来
、
司
教
教
会
は
益
々
教

4
k
v
F
E
C認
ミ
汚
（
河
井
問
）

会
組
織
の
基
本
単
位
と
な
っ
た
。
し
か
し
間
も
な
く
司
教
教
会
の
中

で
も
、
ロ
！
？
帝
国
の
町

g
i宮
古
の
首
都
（
自
己

2
3ロ
白
）
の

そ
れ
が
、
他
の
教
会
に
対
し
て
或
る
優
越
的
地
位
を
占
め
て
く
る
。

首
都
大
司
教
（
8
2
3
U
C
E
g
g
s－由
2
宮
白
）
、
或
い
は
賞
。
〈
百
円
日
目

。
n
n
r包
g
t
g
の
制
の
成
立
で
あ
る
（
三
二
五
年
百
円
恒
g
公
会
議

c
・4
1
6
、
以
降
磁
認
）
。
こ
の
制
度
は
、
更
に
そ
れ
以
前
よ
り
存
続

し
て
き
た
河
口
g
p
r
E
g
H
O
B－。
o
g
g三
宮
口
り
DHZ
等
の
所
謂
総

大
司
教
の
制
（
町
田
丹
江
田

R
E
Z臼
）
と
結
合
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
広

大
な
地
域
の
教
会
を
包
含
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
教
会
組
織
を
つ
く

り
あ
げ
た
。
勿
論
司
教
教
会
は
依
然
と
し
て
教
会
組
織
の
基
本
単
位

た
る
性
格
を
保
持
す
る
が
、
以
後
は
上
部
に
首
都
大
司
教
、
総
大
司

教
を
裁
く
、
拡
大
さ
れ
た
教
階
制
の
網
目
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
に

至
る
。
以
下
、
教
階
制
と
は
こ
の
よ
う
な
ん
な
味
で
用
い
る
こ
と
に
す

る
。
尚
以
上
の
過
程
に
つ
い
て
は
前
記
の
諸
警
の
他
に
、
ロ

Z
E
S

E
E－
‘
同
旬
、

E
R崎町
h
a
B
Z同
向
H

h

出
町
陶
芸
室
、
宮
崎
・
国
民
－
h

e

N
J

閃丸町
h

同
札
ど
門
リ
守
主
二
・
口
・

zoロく－
E
・円

2
5
0仲

g
q日間恥
0・

MM担
ユ
♂
巴
涼
－
及
び
』
－

Q
E
P
E
a－
h
・
岡
崎
宮
内
乱
員
三
～
凶
器
』
司
町
、
両

『ロさ

s
．a
（
旬
、
問
、
向

h－Y
』N
E・
を

b
可也叫同時同九時
h
L
g
h
E
S
H
h
q
g

一O
七
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必〉
F
E
d富
三
考
（
河
井
田
）

二
O

職
者
が

E
H
H
E
B
と
称
す
忍
典
礼
衣
服
を
着
用
す
る
習
慣
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ロ

E
Y
2
5
は
、
こ
の
習
慣
が
遅
く
と
も
四

世
紀
に
遡
り
得
る
と
述
べ
て
い
記
。

Humi

－－E
B
の
性
絡
を
一
不
す
史
料
と
し
て

こ
の

、同町
H
o
g
g包
ロ
の
あ
げ
る

FFσ巾

E
一
同
区
一
白
に
よ
れ
ば
、

〉
Hmugロ仏ユ
NH
教
会
で
は
、
司
教
が
亡
く
な
る
と
後
継
者
は
遺
骸
か
ら
聖
マ
ル
コ
の
宮
－

E
Z
B
を
得
て
、
正
式
に
そ
の
座
を
受
継
ぐ
習
慣
が

あ
目
、
皇
帝
が
こ
の
教
会
の
司
教

HMmロ
E
加
を
追
放
し
た
際
は

Mum－E
C
E
を
剥
奪
し
て
い
向
。
文
の

O
B
Eロ
片
山
ロ
昌
己
目
的
教
会
で
は
也
記
ユ
－

m円
nvm
が
辞
缶
す
る
時
、
同
MmEロ
日
を
祭
壇
上
に
田
陣
争
亡
、
後
継
者
は
自
ら
と
れ
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る

Q

こ
れ

ら
の
記
述
か
ら
宮
口
吉
日
が
各
教
会
の
裁
治
権
（
官
吋
目
的
仕
立
問
。
）
の
象
徴
主
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
ピ
σ青
山
吉
印
は

六
世
紀
半
ば
の
史
料
で
あ
り
、
他
の
用
例
に
も
之
し
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

u
m
E
C
B
が
東
方
教
会
に
広
く
一
般
化
し
て
い
た
も
の
か
、
西

欧
教
会
の
所
謂
切
回

E
C
E
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
決
定
し
難
い
。

付
西
欧
教
会
に
お
け
る
宮
山
口

E
E
の
出
現

西
欧
教
会
に
お
け
る
典
礼
衣
服
と
し
て
の
℃

m
E
g
g
の
出
現
は
、
文
献
史
料
と
造
型
美
術
作
品
と
の
こ
面
か
ら
捕
捉
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

文
献
史
料
に
み
ら
れ
る
最
も
早
期
の
例
は
、
教
皇
宮

m
R
g
（
一
ニ
コ
ヱ
ハ
年
）
が
、
教
皇
叙
階
の
特
権
を
有
し
て
い
た

百
E
C
B
を
与
え
た
と
す
る
口
寄
君
主
高
B
E
（
教
皇
列
伝
）
の
記
中
間
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
史
料
と
し
て
の
孤
立
性
夫

、SH・
の
テ
グ
ス
ト
成
立
年
代
か
ら
考
え
て
そ
の
真
正
性
に
は
多
分
に
疑
問
の
余
地
が
お
る
。

(A) 

。2
U
司
教
に

h
h

．6・

こ
れ
に
対
し
て
』
凶
器
山
・
巧
色
丹
市
ロ
g
nげ
が
記
載
す
る
最
古
の
記
録
は
、
教
皇

ω吋
B
B
m
n
v
g
が
五
－
三
年
〉
ユ

g
司
教
に
「
特
別
の

特
権
と
し
て
宮
巴

E
C日
使
用
を
許
し
た
」
（

E
4
2
H巳片岡｝門戸
J
L
F
阿
佐
官
民

5
z
B
H
V
2日
常
昨
日
付
・
〉
例
で
あ
針
。
更
に
五
四
三
年
に
は
教
皇

〈
紅
白

g
が
与
え
て
お
り
、

hs－
HUSH－
で

も

教

皇

町

内

出

同

同

〈

が

後

継

者

に

与

え

た

こ

と

を

記

す

な

ど

以

下

六

〈
在
位
五
二
六
｜
一
二

O
）

世
紀
を
通
じ
て
記
録
は
増
加
し
て
い
く
心

中
世
初
期
に
遡
る
造
型
美
術
作
品
の
中
に
は
、
切
即
日
目
吉
田
を
表
現
し
た
作
例
が
か
な
り
残
っ
て
い
る
が
、
所
謂
典
礼
服
と
し
て
認
め
得

る
最
古
の
例
は
、

F
2
－2
2
に
よ
れ
ば
、
同
知
〈
市
ロ
ロ
仰
の

ω・
〈
比
巳
巾
聖
堂
の
モ
ザ
イ
グ
画
中
の
足
岱
MHBUEH臼
像
、
と
、

ω・
〉
匂

C
Eロ
m門司

(B) 



宮
己
自
由
巾
聖
堂
モ
ザ
イ
グ
画
中
の
留
－

kruoEE江
口
師
以
下
の
聖
人
像
で
あ
る
。
前
者
は
有
名
な

E
2
H
E
E
E
皇
帝
と
そ
の
随
身
者

を
描
い
た
も
の
で
、
五
四
七
年
頃
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
後
者
は
五
三
八
｜
四
八
年
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
に

残
る
作
例
と
し
て
は
、

ω・
〉
ぬ
ロ

2
巾

po円
H
F
冨
ロ

E
聖
堂
の
出

0
5
ユg
・ω百
回
目

mnvg
の
両
教
皇
、

J13白耳目
5
の
礼
拝
堂
の
モ

ザ
イ
ク
画
な
ど
が
あ
れ
）
Q

前
者
は
六
一
一
一

O
年
物
、
後
者
は
六
四
二
年
頃
の
作
と
さ
れ
る
Q

尚
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
五
世
紀
の
教
皇
は
、

g口
百
円
と
同
じ
形
の
匂
釦
ロ
E
E
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

内
同
出
｝
片
山
内
同
己
巾
（
板
絵
）
に
描
か
れ
た
ロ
！
マ
の

の
日
包
巾
自
己
が
指
摘
す
る
如

ω、

け
れ
ど
も

形
態
の
類
似
が
そ
の
ま
L

こ
L

で
問
題
と
し
て
い
る
よ
う
な
特
定
の
内
容
を
具
現
す
る
J

も
の
で
あ
っ
た
か

否
か
は
問
題
で
あ
る
ω

結
局
、
以
上
か
ら
云
与
え
る
こ
と
は
、

F
2
Z
R
G
と
同
様
、
「
遅
く
と
も
六
世
紀
の
初
め
か
ら
は
、
典
礼
用
の
衣
服
と
し
て
確
か
に
宮
！
E
Z
B

は
使
用
さ
れ
て
い
叫
」
と
云
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

2 

形

態

］

v
m
H
H
7
H
口同

の
形
態
に
つ
い
て
は
、
文
献
史
料
が
之
し
い
為
造
型
美
術
作
品
に
頼
る
他
な
品
γ
以
下
主
と
し
て

F
2
Z
R
ρ

に
よ
り
つ
L
要

点
を
記
す
。

前
述
の
モ
ザ
イ
ク
・
白
か
ら
判
断
す
る
と
、
匂
釦
E
C
E
は
衣
服
と
云
う
よ
り
む
し
ろ
長
い
帯
状
の
白
布
で
あ
る
。
こ
の
帯
は
、
緩
や
か
に
頚
の

廻
り
を
一
廻
転
し
て
左
一
屑
の
上
で
交
叉
し
た
後
そ
の
両
端
を
身
体
の
前
後
に
た
れ
て
い
る
。
両
端
に
は
総
が
つ
い
て
お
り
、
冨
凶
M
向
日
H

回目印ロロ的

の
場
合
は
、
下
端
の
腰
の
辺
り
で
切
れ
て
い
る
が
、
他
の
作
例
で
は
多
く
膝
頭
の
下
辺
り
ま
で
及
ん
で
い
る
。
材
質
は
主
と
し
て
ク
ー
ル
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る

Q

止
め
金
は
ま
だ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
白
布
の
上
に
は
十
字
の
印
が
一
般
に
四
つ
附
い
て
い
る
。

こ
の
形
態
は
八
世
紀
以
降
多
少
変
化
す
る
。
変
化
の
第
一
は
是
迄
左
一
屑
か
ら
た
ら
し
て
い
た
帯
を
、
胸
の
中
央
か
ら
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
為
に
止
め
金
の
使
用
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
が
第
二
の
変
化
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
典
礼
用
衣
服
に
関
す
る
解
説
書
も

現
わ
材
、
そ
の
記
述
は
造
形
美
術
作
品
と
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
L
に
至
っ
て

B
E
E
H
の
形
態
は
殆
ん
ど
完
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

同

y
p
F
E
dヌ
ョ
々
へ
河
川
川
）
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Z
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河
井
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）

き
ょ
う
ω

um
－－2
5
の
形
態
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

ワ
l
ル
・
止
め
金
・
十
字
架
の
三
要
素
で
あ
る
。

こ
れ
は
後
に
象
徴
佑
さ
れ
て
、
夫

々
新
約
聖
書
に
で
て
く
る
「
主
の
子
羊
」
、
「
主
の
く
び
き
」
、
「
主
の
十
字
架
」
を
表
わ
す
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
方
教
会
を
つ
な
ぐ
上
で
一
つ
の
役
割
を
荷
う
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
制
。

？
l

マ
教
会
と

3

出

自

Hum
－HH口同
HM
の
出
自
に
つ
い
て
も
吋
聞
H
o
g
g曲
目
ロ
以
来
多
く
の
説
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
解
答
を
与
え
る
迄
に
は
至
つ

て
い
な
い
。

そ
の
第
一
は
、
↓

g
g
m宮
山
口
や
ロ
ロ
の
｝
括
的
ロ
巾
の
主
張
す
る
皇
帝
出
自
説
で
あ
料
、
今
日
も
尚
最
も
有
力
で
あ
針
。

こ
の
説
に
よ
れ
ば
、

MMmECE
は
元
来
ロ

1
マ
皇
帝
の
衣
服
で
あ
っ
た
も
の
を
、
皇
帝
が
教
皇
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
山
所
謂
「
コ
シ
ス
グ
シ
チ

ヌ
ス
の
寄
進
状
」
（
り
oロmw
片山
o
n
oロ∞
E
E
E
C
の
中
で
、
皇
帝
が
教
皇

ω
u
L
4
2
g吋
に
「
肩
被
い
、
即
ち
皇
帝
の
頚
を
取
巻
い
て
い
る
平

紐
」
（

E
E胃
岳
E
5
5
F
三円在日
n
Z
H
O
E
B
ρ
丘
山
口
6
2
E
F
巳吋
g
S
E
E
g
g
－zn
o
H
E
S
Z）

と、

を
与
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

∞
六
世
紀
の
教
皇
が
官

E
Z
E
を
付
与
す
る
際
に
東
ロ

l
マ
皇
帝
の
許
可
を
求
め
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

〔四
v

の
寄
進
状
の
偽
作
の
動
機
と
、
皇
帝
の
許
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い
る
。 し

か
し
、
こ



制
Tト
4マ斗十ト

h/J慢心’
三さθ

~
…
〔

i>--）
，
砕
令
入
：
ι

：：：－－ト）
日
講
添
え
か

(,....) 
L
e
w
i
s
 &

 Short, 
A
 Latin 

Dictionary, 
Oxford, 

1962, 
V
0
 

主
代
ム
-r,.s;;..て

＝－
{:¥ -4 

寺（＂
11君主キ...）＇

~
l
~
刑
事
当
キ

Jへと
U
ベ

J-l(d1＇号！.）~」。

<{pallium
）
.

“
E
t
 post haec misit 

imperator 
P
e
l
a
g
i
u
m
 
d
i
a
c
o
n
u
m
 

(
N
)
 
Nierrr

町
er,

M
e
d
i
a
e
 Latinitatis Lexicon Minus, fasc., 

8，
…

A
n
t
i
o
c
h
i
a
m
 c

u
m
 sacris 

suis, 
quibus 

praecepit 
ut・・・ 

Leiden, 
1960, 

y
o
 
{pallium). 

Paulo episcopo pallium auferrent, e
u
m
q
u
e
 deponerent." 

下J
Q
ヨ
「
簿
二
J
8
帳
場
l
~
~
v
-
4
>
8
ペ

J...）ド
r
~｝
軍
部
母

P
部
送

(Liberatus, ibiム
caput

XXIII, PL. 68, 
col. 

1046. 

長
’
史
民
主

j
代＝－－ー納骨

Q
隠
さ
主
主
ミ
！
廷
判
長
い
二
時
。

（ト〉
Leclercq, op. 

cit., 
(
D
A
C
L〕

p.
935. 

Blaise, 
Dictionnaire 

latin”斤
・ancais

des 
auteurs chre-

C
 

co) 
符
辺
謡
大
J
~
＇
縛

-4}司
自
主
題
サ
H.1...：：，ド~－請手術

Q:\1;!滞
.
~
ヒ
醤
鑓

tiens, 
r
e
v
u
邑

p
o
u
r
le 

vocabulaire 
theologique 

par 
H
.
 

宍
（
§
－

.¥!I’
料
道
..Y'

iia
：己斗

P
奇
君
臨
斗

8
』撃
-R
）同託

bl!
話
勲
墜

l(<i

Chirat, 
Paris, 

1954. 
-4>訳

、
ミ
~
盟
主
主
8

$'.1('1持
む
い
ニ
時
。

明
吉
正
＋
町
時
。
「

4ミ
ム
＝
、
ト
号
、
＋
＜
註
さ
ま
」
モ
l-Q

「
総
辺
製
J

8
部

-¥(atや

（的）
T
h
o
m
a
s
s
i
n
,
 op. 

cit., 
t. 

II, 
p. 

85 sq. 
.J.-1,。

〔咽）
Duchesne, Origines, 

p. 
409. 

（白〉
D
u
c
h
e
s
n
e
 
~
r
妖
杓
昔
話
引
~
尽
世

Ill
Gallia 

Q--
Hispania 

¥U-4> 

〈凶）
「者－＜＇.

-¥<di::メ
会
や
ミ
／
詩
為
’
者
－
＜
＇
.

8
烈主主うる

1m司
令
心
’

W
Q
主
王
記
司

区
主
主
将
記
漣

Q
pallium

為
1

l議
~
五
五
度

4＇！！~~
ベ
J付
吋

F
時，
Q

(
R
Q
守
主
山
W
8
キ

J’
当

lj;,_c\.j:二
~

t-0 
（想主主

8
）喜奇

.J.-1,.s;;..
副
ト
ミ
円

8
$＇.（語弐

J...）ド
l司＜

1
 

』非
M
a
c
o
n
<・H

＼司維
8-fミ

＼
入

<
D
r
「
日
宮
部
~

'( 
=-,t-, -4 

Wi€'.ドト下J似
合
ぎ
心
’

4ミ
v

＿コト」
（
世
話
季
語
特
設
）
同
剤
~

pallium 幻...）~，，，令
w
言
語
い
盟
吋
ト
）
~
』
き
必
主
主
二
J
“
U
t
episco-

さ8
，~Jム

コ
定
時
U
心
~
ト
ふ
せ
中
入
：
L

，＝..ト
（縛＜司）

Q
皇雲寺

:J
\U

~
 

p
u
s
 sine pallio 

missas dicere n
o
n
 p
r
a
e
s
u
m
a
t”. 

w-10'.b
’
 

w
」。（

）
主
主
主
剥
年
草
ま
〈
。

'.!Q 
pallium 

~
剥
Q
ロ
－

t°'M8-,4JQ
ベ

JI@'.
l
や
~
幻
ニ
ミ
ミ
主
要

“
C
o
n
s
u
e
t
u
d
o
 
est 

Alexandriae, 
ilium 

qui 
defuncto

笥
.
.
.
）
~
塗
W

ヨ）：：（＇
-4>8

ベ
J撃...）~

(Ibid., 
p. 

408, 
n. 

1）。...）
-R

succedit, 
excubias s

u
p
灯

台
functi

corpus agere, m
a
n
u
-

...)' 
'.J 
8
誕
程
怒
令

J
終蛍...）

-lo,
為
u
い
ニ

1'Q吋
小
上
三

Hl~.R弓
r<ao

即

m
q
u
巴

d
e
x
t
e
r
a
m
 ejus 

capiti 
suo 

imponere, 
et 

sepulto 
Q
忌
ヨ
~
＇

>J 
8

 C
a
n
o
n
与
ミ
モ
ヰ
ゾ
層
制
.
.
.
）
~
似

:.t\'-'-\£'l'(l>J弐
j叫
’

m
a
n
i
b
u
s
 suis, 

accipere 
cello 

suo beati 
M
a
r
c
i
 
pallium, 

l@'.!.)v
，
（
告
，
%
8
 Gallia 

8
 <-1<,q

辞書
Q

C
a
n
o
n
 ¥'-' 

pallium 1ミ

et 
t
u
n
e
 legitime 

sedere.
”（

Liberatus, Breviarium causae 
巡
禍
淫

~~:ll;P\vHE
ニ
必
尋
い
ニ
ト
O>J
叫
会
小
事
P吋
ト
J
(Concilium 

Nestorianorum et 
Eutychianorum, 

C
a
p
u
t
 X
X
,
 M
i
g
n
e
P
L
.
 

Aurelianense, 
a. 

511, c. 
21, 

＇‘
M
o
n
a
c
h
u
s
 si 

in monasterio 

68, 
col. 

1036 〕.
conversus 

vel 
pallium c

o
m
p
r
o
b
a
t
u
s
 
fuerit 

accepisse, 

（∞） 
「＞
J
Q
組
制
海
~
…
語
録
で
か
砕
か

K
1<"
齢
1主

き
ゅ
遍
い
付
制
〈
ば
ト
入

et 
postea uxori fuerit 

sociatus, tantae praevaricationis 

“
P
A
L
L
I
U
M
”
怜
（
定
会

E
)

1
 1111 



眠

HM〉円、
E
d
v向
ョ
考
（
河
井
岡
）

（

叩

）

吋
2
由
ロ
ロ
g
a
g
S
2
n－a
u
z－n日
間
『
包
5
0由民
n
E
B
g江
戸
忠
臣
え
－

q
qも
Eh
句、町三
hHE諸色、
Hhwa－
h町内、町内
h
h尚
昆
昆
お
。
MFJ1ロ
戸
〉
・
↓
ロ
コ
7

5

5・
忌
3
・
HM・
8
〉
、
直
ち
に
こ
れ
を
東
方
教
会
の

3

5ロ
留
に

似
た
も
の
と
す
る
こ
と
や
、
何
ら
か
の
形
状
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
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司
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司
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遡
る
と
と
を
指

出
附
す
る
一
方
、
宮
店
ロ
自
に
つ
い
て
は
六
世
紀
前
に
と
れ
以
外
に
号
一
一
回

砕
し
た
史
料
が
な
い
乙
と
を
断
わ
っ
て
い
る
（
U
・
8
∞切出・

3
0
こ

れ
に
対
し

F
R
Z
E
C
は
、
乙
の
記
述
は
多
分
地
方
的
伝
承
よ
り
生

じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
こ
の
史
料
か
ら
確
言
し
得
る
乙
と

は
、
と
～
y
』
uqミ
・
の
テ
ク
ス
ト
成
立
時
に
は
す
で
に

E
E
z
g
が

存
復
し
て
い
た
乙
と
で
あ
る
と
す
る
（
告
－

S
－－

h
F
8
H
Y

な
2
・4司g
H
g
g
n
F－
河
町
崎
町
民
ahuSHF高
S
喜
河
口
、
言
語
也
、
hhHF
口。

斗

8
・
以
下
』
当
・
と
略
記
す
る
。

』到、・・

DHN・

「
臨
終
の

F
－

w教
室
は
指
令
に
よ
っ
て
自
分
の
後
任
に
、
彼
の
大

助
祭
回
D
E
p
n－5
を
当
て
ん
こ
と
を
欲
し
た
・
：
こ
L

に
川
出
合
せ
て

い
る
余
の
子
等
た
る
司
祭
・
助
祭
・
元
老
院
議
員
及
び
賞
族
た
ち
の

而
前
で
、
確
に
彼
に
余
は

3

5＝
日
を
引
渡
し
た
・
：
」

EHJ－窓口
OHVEHHMH】

MW3－O
Hり己山口目白

5
2
5口
氏
回
目
U
R
』
戸
白
血
色
玄

凶
。
口
氏
陣
n
E
B
〉
古
庄
内
出
回
口
ロ
ロ
ロ
目
的
ロ
ロ
B
H呂
田
仲
曲
。
曲
酉
町
田
片
山
仲
5
2

2M10HM巳
：
・
の
己
目
。
昨
日
担
gwHUH－
曲
。
師
。
口
氏
ぜ
回
由
也
H1MHO白
E
Z吋
目
白
色
白
山
田
－

no目
2
0件
目
。
出
向
巴
R
F
E
S』
gMMMW可
FnF目
的
回
目
向
日
明
日
回
目
白
直
巳
。
白

山口付
0
2印曲。

g
口同仲間
F
H
M即日戸山口旨同門担島町長－－－
E
（
宮
臼
・
以
｝
nu円増田町内同冊

目胆即日『日目
DHFPAロ
o
n白
百
戸
店
宮
町
。
円
四
0
2
0〈曾－
P
ロロ口町叩臼同
M0・
h
忌－

huq誌
FW
ゲ
］

F
H
Y
M印凶．ロ－

AF
・

4
司・

Fod
司ユ
0・
A
之
宮
忌
同
肘
ミ
マ
門
リ
言
、
n
p
N
a
包
昨
日
。
p
s
i白色－

H
u
g－
Z
問者

J
F同日♂

U・
N
S－
尚
、

E
E
F
E
B
を
含
め
た
服
装
－
般

（
川
崎
）

（日比）

（
臼
〉

（

日

）



ハ
η）

（
刊
叩
）

（

臼

）

（

初

）

（
幻
）

（
担
）

に
つ
い
て
は
、
同
書
ニ

O
六
頁
以
下
を
参
照

O

F
2
Z
2
p
U－
h
－
n・』い－－
HV・∞
ω
N・

平
凡
社
版
「
世
界
美
術
全
集
」
第
十
二
券
二
八
八
頁

FmnHO円
n
a－～。
q－
qhH・

「
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
」
第
四
券
八

O
一
頁

F
D司
HFo－－、．

a
F
W
H
M「
Z
0・
H
8白・

0
0
5
E
R
R
ω
巴
g
c
p
M
W足
n
町内

h
E可
『
間
同
吉
弘
同
諸
問
号
、
富
同
事
w

河口
B
P
巴
日
・
の
E
P
B
R
u
告・

s．H－w
喧・

2
白
・
ロ
・
∞
・
よ
り
引
用
。

の
営
包
0
5
2
w

目

F
～h同・・

F
O門戸。吋
n
A－也、・

nhH－uHM－
U
印

N・

形
態
の
変
遂
の
図
例
に
つ
い
て
は
差
当
り

F
O者
円
芯
の

E
－
H81

己
・
を
参
照
。

例
え
ば
、
〉
百
貨
R

E
臼
忽
2
0
5－加の
NV崎
町
内
民
主
S
H
h
a．2
M凡湖町凡な・

羽
行
の
も
の
は
、
身
体
の
前
後
に
た
れ
る
帯
の
長
さ
が
短
か
く
な
り
、

ト
字
架
の
数
が
近
山
初
以
米
六
つ
に
増
え
て
い
る
以
外
殆
ん
ど
変
化

し
て
い
な
い
。

回
出
店
口
容
の
象
徴
主
義
に
つ
い
て
は
、
ロ
E
V
2
5
は
吏
に
こ
れ
が

霊
ペ
ト
ロ
の
マ
ン
ト
と
み
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お

り、

HASHm吋
門
戸
も
そ
の
ま
〉
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
加
の
検

討
ば
他
日
に
ゆ
ず
り
た
い
。

（

勾

）

↓

F
O
B僻
g

E
・

e－a
H
J
司
・
ぉ

Z
－
及
び

U
E
n
Z
E
0・
0
ミ崎町出向
h・・

HYAFC日・

（
部
）
の
同
－

U
－
NV－

n・4
0
《
』
唱
え
た
寝
耳
4
V
－

（
飢
）

U
E
n
F
g誌
は
寄
進
状
を
八
世
紀
末
凶
の
作
と
考
え
て
い
る
が
、
今

日
で
は
八
四
七
｜
五
二
年
間
に
作
ら
れ
た
と
す
る
戸
町
2

2
日
常
泌

が
確
定
し
て
い
る
。
ロ
・
］
1

・
Q
E
R
M
m
p
h
a
h－
宅
内
訟
を
守
口
～
H

崎町内～
hh町b
h同町南里
F
H
ι
同H1F回、

H由
印
D
・同
y

u
∞
叩
A
U
F－
。
m山口
F円。
p

h
同L
崎

町
山
崎
吉
川
旬
、
問
、
a
R
札
H
h
h
hむし宅司司、血町内、

N
V
5
0
m
m
R凶・

5
〈

E
P
斗
D
E？

ロ田
r
］
戸
田
∞

HW

－
u－

H吋
印
・

作
製
目
的
は
教
皇
権
強
化
の
一
手
段
と
し
て
民
情
と
教
弘
の
結
び
つ

き
を
凶
る
乙
と
に
あ
っ
た
Q

何
回
忌
。
品
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
公
明
書
研
究
所
沢
「
山
エ

グ
プ
ト
I
山
」
一
六
六
民
以
下
の
木
火
と
山
釈
、
巻
末
の
附
凶
を
み

よ。円、骨ロ戸市吋
n
s・。、．円九
H－w
唱・巴
ωAH－

F
O司吋
Fo
－－、．え同・・唱・
N
D
U
－

FonHO円
ロ
♂
目
bh札・

（
担
）

（
お
）

（

但

）

（
部
）

（
お
）

教
皇
が
典
礼
用
日
出
口

E
E
を
付
与
す
る
慣
行
が
、
遅
く
、
と
も
六
世
紀
前
半
以
来
確
認
さ
れ
る
と
と
は
、
既
に
述
べ
た
。

司
巳
ロ
ロ
自
が
如
何
な
る
性
格
と
機
能
を
有
し
て
い
た
か
、
又
如
何
な
る
変
遷
を
辿
っ
た
か
を
検
討
す
る
為
に
は
、
そ
の
前
に
ま
ず
、
教
皐
了

司
教
・
大
弓
教
と
官
一
口
古
田
の
結
び
つ
き
が
史
料
的
に
は
一
体
ど
こ
迄
確
認
さ
れ
得
る
の
か
、
又
そ
の
結
び
つ
き
に
は
年
代
的
或
い
は
地
域

（
お
）

（
包
）

（
お
）

（
お
）

（

釘

）

（
お
）

m 

付
与
の
年
代
と
地
理
的
分
布

」
戸
H
i
F
H
C冨
ョ
考
（
河
井

m）

と
と
ろ
で
、
そ
の

一
一
行



h
a

回
日
目

h
v
p
H
C
Z
3
考
（
河
井
田
）

一
一
六

的
に
ど
れ
ほ
ど
の
偏
差
が
見
ら
れ
る
の
か
を
確
か
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
と
で
筆
者
は
次
に
掲
げ
る
年
表
を
作
製
し
て
み
た
。

作
(a）製

の
基
準
は

次
の
通
り
で
あ
る

同
凶
器
山
・
当
E
Zロ
σ釦
n
F
編
の
「
ロ

l
マ
教
皇
文
書
摘
要
録
」
中
、
教
皇
に
よ
る
宮
回
目
E
B
付
与
を
記
し
た
文
書
を
す
べ
て
摘
出
し
た
。

そ
の
真
正
性
に
疑
問
の
持
た
れ
る
文
書
（
巾
1
a
o
H
m
唱
耳
目
印
）
は
、
官
吉
川
・
4
奇
問
片
付

B
E
n
－

H

に
な
ら
っ
て
十
印
を
付
し
た
。

川
直
接
の
付
与
文
書
以
外
に
、
文
中
の
記
述
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
、
又
付
与
さ
れ
た
後
こ
れ
を
辞
退

し
た
場
合
の
文
書
も
記
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

O
印
で
区
別
し
た
。

同
様
軸
に
凡
そ
の
年
代
と
付
与
し
た
教
皇
名
、
縦
軸
に
付
与
さ
れ
た
教
会
名
を
と
っ
た
。
教
会
名
の
順
序
は
便
宜
的
に
イ
タ
リ
ア
を
中
心

に
、
東
・
西
の
地
域
か
ら
北
方
に
拡
げ
て
み
た
。

同
図
表
中
の
E

は
司
教
、
k
戸
市
は
大
司
教
、
習
は
総
大
司
教
を
表
わ
す
。
こ
れ
ら
の
呼
称
は
す
べ
て
官
民
ふ
中
の
記
述
に
よ
る
。

例
年
代
の
上
限
は
五
一
一
ニ
年
、
下
限
は
一

O
五
八
年
で
あ
る
。

と
の
年
表
は
あ
く
ま
で
も

T
R
A
m－
者
旦
芯
ロ
g
n
F
に
採
録
さ
れ
た
文
書
に
限
っ
て
い
る
の
で
、
と
れ
以
外
に
宮
ロ
E
B
付
与
の
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
訳
で
は
な
い
し
、
年
代
の
決
定
に
関
し
て
も
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
地
方
教
会
関
係
の
全
史
料
を
完
全
広

再
検
討
す
る
こ
と
は
筆
者
の
能
力
・
環
境
か
ら
し
て
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、

て
こ
の
年
表
は
、
一
種
の
全
体
的
な
見
取
図
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
予
め
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

一
応
前
述
の
基
準
に
よ
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
つ

年
表
の
分
析
は
次
章
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
こ
L
で
は
凡
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
と
思
う
。

川
相
同
｝
回
目
ロ
ロ
自
の
付
与
は
、
の

B
m
oユ
5
円
以
前
殆
ん
ど
〉
ユ

g
教
会
の
み
の
特
権
に
限
ら
れ
て
お
り
、
彼
に
よ
っ
て
初
め
て
一
般
化
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
彼
が
付
与
し
た
数
は
年
表
全
体
を
通
じ
て
最
大
で
あ
る
G

（同

七
世
紀
に
は
事
実
上
消
滅
し
、
八
世
紀
半
ば
よ
り
復
活
の
兆
し
が
現
わ
れ
る
が
、
多
少
と
も
一
般
的
な
慣
行
と
な
る
の
は
九
世
紀
以
降
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年代
及び
教皇名

／ 
ク
レ
メ
ン
ス

レ

オ

ヴ
ィ
ク
ト
ル

E

ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
政

ベ
、
不
デ
ィ
ク

E

ト

ゥ

ス

：

ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト

ゥ

ス

ヨ
ハ
ン
、
不
ス



で
あ
る
こ
と
。

年
表
全
体
を
通
じ
て
特
定
教
会
と
の
結
び
つ
き
の
傾
向
が
強
い
こ
と
。

の
各
教
会
な
ど
、
教
皇
権
の
イ
ェ
シ
ア
テ
イ
ヴ
の
下
で
創
設
さ
れ
た
教
会
に
与
え
ら
れ
た
例
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
、
第
二
は
、
九
世
紀
後

半
迄
イ
グ
リ
ア
内
部
の
教
会
に
殆
ん
ど
関
係
が
な
い
点
で
あ
る
。

｛内

そ
の
傾
向
の
第
一
は
、

。
自
民
巾
『
σロ
吋
吋
教
会
や
ゲ
ル
マ
ニ
ア

盛
衰
と
深
い
関
連
を
持
つ
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

伺

九

t十
世
紀
、
ガ
リ
ア
教
会
へ
の
付
与
数
の
著
し
い
減
少
は
、

M
W
及
び

ω刊
の
事
象
と
対
照
し
て
、
宮
E
C
S
の
付
与
が
世
俗
権
力
の

制
八
世
紀
以
降
に
み
ら
れ
る
名
目
的

gH冨
印
（
司
教
）
よ
り

m
R
E
m
－R
O
U
E
（
大
弓
教
）
へ
の
呼
称
の
変
化
は
、
そ
れ
迄
の

E
Z
B
u
o－

－FEロ
戸
印
巾
匂
目
的

g
u戸
田
が
一
般
的
に
m
弓ロ

E
巾日比由

g匂
5
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（

1
）
 

註E
－L
即時恥
a
当
主

g
z
n
y
岩
崎
両
器
、
S
H刊
誌
qH
き
均
也
、
言
語
司
、
S
3・

（O
M
1

仲間・恥晶－
u

円、巾同日
M
M

一日間・］回目印）の「回一
P
H
U
日目・

ラ
テ
ン
教
会
に
お
い
て
乙
の
呼
称
を
有
す
る
者
は
、

K

戸
宮
口
m
g
と

の
お
ま
の
教
会
の
み
で
あ
る
が
、
と
れ
は
所
－
謂
五
大
総
司
教
と
は
呉

り
、
教
会
法
的
に
は
何
ら
特
別
の
芯
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
与

野
2
・H
旨
句
一
さ
き
5
8
5自立
b
h
H町
南
足
時
h
a

唱
・
日
虫
、
口
・
日
・

五
一
三
年
ば

F
R恥
（
以
下
』
巧
と
陥
称
）
に
お
け
る
宮
口
由
回
目
見

料
の
確
定
年
代
初
山
川
の
年
で
あ
る
が
、
十
印
の
つ
い
た
ド
R
n
v
大

苛
教
宛
の
文
書
は
四
八
一

1
五
一
四
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る

Q
当・

斗白叶・）。一
O
五
八
年
は
大
体
の
お
同
0
2
5
2同
の
「
教
会
改
革
」
の
始

ま
る
前
と
し
た
迄
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
は
文
書
の
加
速
度
的
な
増
加

（

2
）
 

（

3
）
 

4kvFFE昌
之
考
（
河
井
問
）

（

4
）
 

と
、
宮
内
同
払
の
記
述
自
体
に
宮
口
2
5
へ
の
H
U
及
が
脱
治
し
て
い
る

ケ

l
ス
が
ふ
え
て
い
る
の
で
、
便
宜
的
に
打
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

関
係
文
書
が
残
ら
な
か
っ
た
場
合
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
年
者
が
確

認
し
得
た
限
り
で
、
既
に
あ
げ
た
と
～
v
・
、
ロ
ミ
・
以
外
に
、
イ
ギ
リ

ス
に
関
し
て
は

A
語句～？句
G
H
S
q
b『色諸問．
nN帽
に
、

F
S
教
会
に
つ

い
て
は

O
註
0
5昆－
E
の
の
守
S
ミ
司
に
、
乙
h

に
あ
げ
た
以
外

の
事
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
咋
称
の
初
出
は
六
世
紀
以
か
ら
で
あ
る
が
）

o
C切
gm－E
h
H
・

2
R－唱－

E
C、
一
般
化
す
る
の
は
八
世
紀
以
院
円
で
あ
る
（
出
色
乱
冊
、

也、・

aF－
u－
M
E）
。
』
曲
目
同
恥
で
は
、
七
位
紀
の
結
文
書
に
お
け
る
同

一
人
物
の
呼
称
が
、

4
目的
n
S
E
に
な
っ
た
り
、
帥
円
n
E
m
1
2
D由民的

に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

（

5
）
 



宗
一
司
〉
口
、
百
冨
ョ
考
（
河
井
問
）

八

日
起
源
よ
り
の

smea富
岡
に
至
る
迄
の
変
遷

以
上
で
輪
郭
を
明
ら
か
に
し
た

u
m
－－E
B
は
、
如
何
な
る
過
程
を
経
て
、
一
つ
の
教
会
法
的
な
制
度
へ
と
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
為
、
本
章
で
は
年
表
に
あ
げ
た
教
皇
文
書
の
分
析
を
中
心
に
、
そ
の
法
的
概
念
の
形
成
と
機
能
の
変
化
を
追
究
し

F
ω

、。

中
ト
一
し

ー
の
再
開
。
ュ

g
H
以
前

最
初
に
、
六
世
紀
初
に
現
わ
れ
た
宮

E
c
g
は
如
何
な
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
典
礼
用
の
装
飾
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
か
、

戎
い
は
何
ら
か
の
裁
治
躍
を
体
現
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
か
。
単
な
る
慣
習
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
、
す
で
に
制
度
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て

こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
通
史
は
、
匂
回
一
回
目
E
Bの
出
現
後

い
た
か
。
後
の
大
司
教
用
パ
リ
ク
ム
と
の
関
係
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

。2m。
江
戸
印
同
に
至
る
迄
次
第
に
付
与
の
例
が
増
加
す
る
こ
と
を
記
す
の
み
で
、
充
分
な
る
解
釈
を
与
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

れ
ら
の
問
題
を
解
く
為
、
ま
ず
の
門
町
内
耳
目

5
H
以
前
の

umi
－－E
E
の
追
究
か
ら
始
め
た
い
。

加

、ー

前
記
の
作
業
に
必
要
な
史
料
と
し
て
第
一
に
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
〉
ユ

2
司
教
宛
の
関
係
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
容
的
に
二
つ
の
段
階

に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
第
一
は
、
教
皇

5
m
E
E
の
司
教
〉
信
仰

E
g
宛
の
二
通
の
文
書
で
あ
る
。
ま
ず
五
四
三
年
の
文
書
は
、
ロ
円

EBσ
巳
巾
で
適
法

な
司
教
選
出
を
祝
し
、
門
出
血
句
。
阻
止
は
で

K
F
R
E
E？
自
身
の
請
求
と
皇
帝
の
同
意
に
よ
り
宮

E
z
g
を
与
え
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
次

い
で
五
四
五
年
の
文
書
は
、
胃
8
5
σ
己
巾
で
教
皇
代
理
（
己
円
巾
印
ロ
0
2
5巾
）
を
委
任
し
、
円
回
目
的
匂

omE同
で
そ
の
職
務
内
容
と
し
て
司
教
聞

の
争
い
の
規
則
通
り
の
裁
定
、
解
決
不
能
問
題
の
ロ

l
マ
へ
の
報
告
、
司
教
の
教
区
外
旅
行
に
対
す
る
許
可
権
と
、
教
皇
代
理
職
先
遂
の
飾
り



た
る
べ
く
聖
ペ
ト
ロ
の
権
威
に
よ
り
、
先
例
に
従
っ
て

U

巳－E
E
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
、
を
逮
べ
て
い

h
v

こ
れ
に
対
し
、
五
四
六
年
の
後
継
司
教

k
r
R
t
zロ
5
宛
の
も
の
は
、
苛
教
選
出
に
対
す
る
祝
意
の
表
明
と
同
時
に
〈
即
日
白
を
委
任
し
、

宮
口
E
B
を
付
与
し
た
も
の
明
、
前
記
二
文
書
の
内
容
を
一
つ
に
ま
と
め
た
と
云
う
ベ
司
き
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
職
務
内
容
も
殆
ん
ど
同
一

で
あ
る
。
こ
の
後
五
五
七
年
の
同
司
教

ω品川
E
白
戸
田
宛
も
ほ
ど
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
L

に
、
六
世
紀
半
ば
よ
り
、
〉
ユ

2
に
お
い

て
は
司
教
就
任
（
同
時
に
く
目
。

2
委
任
）
に
対
す
る
贈
物
と
し
て
の
宮
口

EHH
付
与
と
云
う
慣
習
が
生
じ
て
き
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
贈
物
は

kr
ュ2
の
司
教
職
或
い
は
己

2
切
の
職
務
・
裁
治
権
と
何
ら
か
の
関
連
を
存
し
て
い
・
＋
ん
で
あ
る
う
か
。
そ
の
為
に
は

切

mi

－－z
g
付
与
の
始
ま
る
前
の
文
書
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
は
、
ロ
ー
マ
と
〉
ユ

2
教
会
と
の
聞
に
は
長
い
伝
統
的
な
結
び
つ

き
が
あ
り
、
四
一
七
年
教
皇

N
O包

5
5
の
〉
ユ

g
司
教
宛
の
文
書
に
す
で
に
前
記
の
諸
文
書
と
ほ
笠
岡
じ
内
容
の
特
権
が
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
∞
可
S
E
R
F
5
以
来
新
た
に
追
加
さ
れ
た
の
は
、
「
教
皇
代
理
」
の
名
称
、
と
、
「
飾
り
の
衣
服
」
（

g
z
g∞
島
市
門
O
円巾江印）

と
し
て
の
℃
m
E
C
B
の
付
与
で
あ
っ
て
、
具
体
的
な
職
務
内
容
に
は
変
化
が
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
〉
門
戸

2
司
教
の
日
u
m
i

－－Z
B

は
、
確
か
に
ガ
り
ア
に
お
け
る
く

w
g
に
栄
誉
を
与
え
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、

そ
れ
以
上
の
何
ら
か
の
特
権
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と

は
考
え
難
い
。

六
世
紀
に
お
け
る
〉
ユ

2
以
外
の
教
会
に
対
す
る
唯
一
の
関
係
文
書
で
あ
る
、
五
六
八
年
の
問
問
〈
g
p
m
司
教
宛
の
も
の
も
、
こ
の
推
定
を

裏
づ
け
て
い
る

Q

こ
の
文
書
は
〉
ユ

2
苑
と
異
り
、
単
に
℃
m
H
H
E
E
付
与
を
通
告
す
る
の
み
で
あ
る
が
、

そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
又
そ
の

性
質
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

「
余
は
過
去
に
司
教
と
な
れ
る
者
に
対
し
、
使
徒
座
が
常
に
そ
の
承
諾
を
与
え
て
き
た
都
市
に
お
い
て
、
神
の
慈
悲
を
受
け
て
聖
な
る
職
位

の
輝
き
を
受
け
た
る
人
々
を

u
m
E己
目
の
被
い
で
飾
る
こ
と
が

st。
に
適
し
た
る
こ
と
を
認
め
る
：
：
：
：
・
」
。

こ
の
記
述
は
、
戎
る
教
会
に
対
し
て
は
宮
口
E
B
が
慣
習
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

且
つ
そ
れ
は
司
教
職
の
飾
り
で
あ
る
こ
と
を
示

三回戸
FHLC冨
ミ
考
（
｝
向
井
岡
）

九



必
〉
同
h
E
C忌
＝
1
A
d

（
河
井
田
）

一二
O

し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
更
に
E

巴
2
片

品

2
2
8吋
2
Z
F
V
m
V一己目的印巾ロ
O印
2
5
cち
・
の
句
は
、
こ
の
慣
行
が
河
内
宅
内
ロ
ロ
m
教
会
に

＋
め
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
他
、
呂
町
白
白
山
口
m－
ωヨ・
2
5
P
司
m
H
H

耳
目
。
等
の
教
会
に
も
同
様
な
慣
習
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
次
項
で

検
討
す
る
の
5
m
R
E
m
H
の
文
書
が
報
じ
て
い
る
の
で
、
イ
グ
リ
ア
で
は
関
係
文
書
は
残
っ
て
い
な
く
て
も
、
官
一
口
E
B
の
付
与
が
か
な
り

広
く
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
判
る
。

以
上
か
ら
次
の
如
く
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
六
世
紀
末
頃
迄
教
皇
の
付
与
し
た

um
－－E
S
は
、
確
か
に
司
教
の
権
威
を
飾

る
も
の
で
あ
勺
た
。
そ
れ
は
次
第
に
司
教
就
任
と
結
合
し
た
贈
物
と
な
っ
て
い
っ
た
様
で
あ
る
が
、
未
だ
慣
習
的
な
贈
物
で
あ
っ
て
、
特
定
の

裁
治
権
を
象
徴
し
た
り
、
他
の
司
教
に
対
す
る
優
越
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
受
領
者
が
、
ガ
リ
ア
で
は

i
n
g
た

る
〉
ユ

2
司
教
の
み
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
で
は

E
2
5句。
HFEロ
ロ
印
た
る
何
回
〈
巾
ロ
ロ
p

p乙
2
5
0
等
の
育
教
と
共
に
、
単
な
る
司
教
に

す
ぎ
な
い

ω
1・2
5国
司
教
な
ど
が
混
合
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
受
領
者
に
共
通
し
た
、
統
一
的
な
裁
治
権
乃
至
職

位
ハ
VOロ
o与
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
又
円
以
山
戸
E
B
の
使
用
規
定
が
全
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
こ
れ
が
未
だ
特
別
な

「
衣
服
」
に
な
勺
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
よ
う
に
息
わ
れ
る
。

2

の
日
向
。
江
戸
白
同
と

um
－HE
B

前
記
の
如
き

HUmi
－－E
B
に
対
し
て
、

ロ
ー
マ
と
地
方
教
会
の
紳
を
強
化
す
る
為
努
力
し
た
の
日
向
。
ュ
g
H
は
如
何
な
る
寄
与
を
行
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。

凶

こ

の

数

は

中

世

前

期

の

誇

教

皇

を

通

じ

て

最

大

で

あ

り

、

ω巾〈－
E
p
n
m百円巾吋
σロ
弓
な
ど
イ
タ
リ
ア
以
外
の
司
教
に
も
拡
が
り
、
℃
凶
H
H
E
B
が
戎
る
程
度
一
般
的
な
慣
習
と
な
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
多
く
は
以
前
か
ら
付
与
の
慣
習
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
教
会
で
あ
る
。
既
に
み
た
岡
田
〈
巾
ロ
ロ
回

は
別
と
し
て
も
、
多
く
の
文
書
に
み
ら
れ
る
「
旧
き
慣
習
の
秩
序
を
考
躍
し
て

E
Eロ
B
の
使
用
許
可
を
決
定
し
た
」
（
Z

間口氏

A
E
2
8ロ・

臼

5

Z丘
民
的

O
E
E巾
℃
B
S
E
P－－七回
E
H
g
c
g
官
同
巾
己
門
口
5
5
8ロ
2
仏

g
門E
E－－J
、
「
、
汝
の
先
任
者
に
余
の
先
任
者
が
使
用
を
許
し

そ
の
第
一
一
は
付
与
数
の
増
大
で
あ
る
。

対
象
と
な
る
も
の
も

〉
E
S
F



た
如
く
」
（
・

4
H
g仲
間
）
門
店
仏

22ω
。
円
巾
臼
〈
巾
弘
氏
戸
印
？
の

g
n
m門戸市
5
5
5
ロ
O印
R
U
H
M
H
m
a巾の巾印加
O円
5
5
3）
の
如
き
表
現
は
、
そ
の
こ
と

ロ
l
マ
に
記
録
が
な
い
為
、
〈
山

g
S
教
会
に
同

Mme
－－E
B
の
付
与
を
拒
否
し
た
例
は
、
前
述
の
推
定
を

特
に
五
九
九
年
、

を
示
し
て
い
る
。

裏
づ
け
て
く
れ
る
。

し
か
し
〉

E
Fや
n
g
g号
ロ
ミ
の
如
く
、
慣
習
に
よ
ら
ず
明
白
に
新
規
に
付
与
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
後
に
検
討
す
る
如
く
、

門田
v

新
し
い
特
権
を
設
定
し
て
お
り
、

4
F
gロ
o
司
教
宛
の
文
書
の
記
述
と
は
明
ら
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

u
m
E
Z
S
を
め
ぐ
る
慣

習
が
こ
の
教
皇
の
治
世
中
に
変
化
し
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
証
左
で
あ
る
。
と
に
か
く
旧
き
慣
習
に
よ
る
と
否
主
を
問
わ
ず
、
付
与
数
が
増
大

し
た
こ
と
は
、
こ
の
教
皇
の

2
m
g
E
の
影
響
と
相
倹
つ
官
、
九
世
紀
以
降
の
教
皇
文
書
に
、
「
の

2
向。ュ

g
Hに
よ
っ
て
認
可
さ
れ
た
如

く
」
（
E

虫
n
E
m
Z
E
O
H
M
g
a
m
n
m白白
C
円
。
ロ

om可
o
u
o
s
z
o
o
z
m
R
E
F
£
g
巳
日
包
括
品
目
的
胃
告
白
丘
町
田
ロ

i
z
s
g
F
Z）
の

表
現
を
生
み
だ
す
一
方
、
。
円
山
氏
自

g
の
ロ

2
5
Z
S
に
お
い
て
、
匂
回
目
ロ
ヨ
関
係
の

g
ロ
0
5
の
大
部
分
を
、
こ
の
教
室
に
依
拠
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
所
以
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

川
第
二
は
、
付
与
数
の
増
加
と
関
連
し
て
生
じ
た
関
係
文
書
の
甘
吋
B
C
U
佑
の
兆
し
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
は
、
五
九
五
年
の
岡
山

2
8・

《回
v

口
問
司
教
宛
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
ま
ず
・
川
「
使
徒
座
の
仁
慈
に
よ
り
、
且
つ
旧
き
慣
習
の
秩
序
を
考
慮
し
て
」
〈
E

〉℃

020HWR

、、，，，

白注目的

σ
g巾〈
OHS片
山
山
内
け
釦
口
氏
円
山
口
忠
。
。
ロ

2
2ロ白山口町
O吋
円
山
吉
巾
胃

O〈
O
S
F
J、
一
日
「
当
該
教
会
を
裁
治
す
る
務
め
を
引
受
け
る
こ
と
の

f

ー、

確
定
し
た
」
者
に
（
E

守
巳

q
E
Z片山

Zω
ク
内
山
口
出
宮
山
口
何
回
〈
巾
ロ
口
問
片
山
何

R
u
a
m
mロヴ巾吋ロ巳円。ロ目白凹己的円巾℃目白白内
noロ印片山汁
O自
己
ロ
5
・＝）、

、、，J

、、，J

宮

E
C
B
を
付
与
し
、
…
m
そ
の
使
用
規
定
と
、
－
w
他
人
の
模
範
と
な
る
よ
う
訓
戒
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
富
市
白
色

E
－
ω吋
3
・

f

E

、

〆

’

E

、

ngpMMm凶

H
q
s。
の
各
司
教
宛
の
も
の
と
殆
ん
ど
同
文
で
あ
り
、
一
種
の
向
。
司
自
己
陶
的
な
も
の
が
生
じ
た
も
の
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

し
か
も
こ
の
文
書
の
テ
グ
ス
ト
は
、
中
世
前
期
に
お
け
る
教
皇
庁
の
書
式
集
で
あ
っ
た
肘
芯
q
b
e『

b
h
中
に
採
録
さ
れ
た
宮
口

E
S

る。付
与
文
書
の
書
式
の
第
四
番
目
の
も
の
と
同
文
で
あ
る
（
己

Z
H
S
同〈－
Y

な
っ
た
の
で
あ
る
。
尚
前
記
以
外
の
文
書
に
お
い
て
も
）
表
現
は
異
っ
て
い
る
が
、
記
載
さ
れ
た
項
目
は
共
通
し
て
お
り
、

つ
ま
り
、
こ
の
文
書
は
冨
－
E
Z
B
付
与
文
書
の
一
つ
の
典
型
と

一
定
し
た
付
与
手
続

な
同

y
h
F
E
C
云
ミ
考
（
河
井
岡
）



RHM〉
F
E
C冨
ョ
考
（
河
井

m）

、‘，，，

が
、
成
立
化
し
つ
L
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
出
、
の
「
司
教
就
任
の
確
認
」
と
宮
口
宮
自
付
与
と
の
結
合

の
現
象
は
、
富
一
回
目
吉
田
の
付
与
が
単
な
る
教
皇
個
人
の
好
意
に
よ
る
贈
物
以
上
の
意
味
を
持
ち
始
め
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
使
用
規
定
の
出
現
と
、
そ
れ
を
遵
守
さ
せ
よ
う
と
し
た
教
皇
側
の
努
力
で
あ
る
。
同
州
自
－

B
一
釦
司
教

r
F
E－－

《
却
》

ロ
2
宛
の
－
連
の
文
書
は
、
こ
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。
ま
ず
五
九
三
年
の
文
書
は
、
先
に
出
さ
れ
た
鵬
首
位
ロ
に
反
し
て

rz出ロ
2

が

u
m－
－
吉
田
の
慣
習
的
な
使
用
法
に
違
反
し
統
け
、
且
つ
こ
れ
を
強
弁
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
た
後
、
宮
E
Z
B
は
ミ
サ
の
時
の
み
使
用

《

拍

】

《

担

）

《

剖

》

《

担

》

す
べ
き
で
あ
っ
て
、
典
礼
行
列
（
宮
山
口
問
問
）
の
為
、
野
外
の
広
場
（

Z
E
g）
で
用
い
て
は
な
ら
な
い
、
と
命
じ
て
い
る
。
翌
年
の
文
書
は
、

こ
の
命
令
を
不
満
と
す
る
岡
山
〈

gロ
凶
市
の
要
人
等
の
陳
情
を
納
れ
て
、
特
に
年
に
四
回
だ
け
は
行
列
で
の
使
用
を
許
し
、
「
宮
口
E
B
は、

(C) 
教
会
の
子
等
（
一
般
信
者
）
が
中
に
は
い
る
か
、
或
い
は
退
散
し
て
か
ら
祭
器
室
（
印
2
5仲
間
ユ
ロ
自
）
で
身
に
つ
け
、
荘
厳
ミ
サ
に
赴
く
べ
き
で

【叩
v

あ
る
」
と
し
て
い
る
。
五
九
五
年
同
o
y
gロ
2
の
後
継
者
冨
R
E
Uロ
ロ
臼
宛
で
も
、
同
様
な
使
用
規
定
を
述
べ
た
後
更
に
「
ミ
サ
終
了
後
、
祭

器
室
に
戻
っ
た
時
は
こ
れ
を
脱
ぐ
よ
刊
」
念
を
押
し
て
い
る
。
其
他
の
教
会
宛
の
文
書
で
は
、
使
用
規
定
は
も
っ
と
緩
や
か
で
あ
る
が
、

「荘

厳
ミ
サ
で
の
み
着
用
の
こ
と
」
と
云
う
一
項
目
だ
け
は
す
べ
て
の
文
書
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

の
使
用
を
、
野
外
行
列
で
の
禁
止
は
勿
論
の
こ
と
、
屋
内
に
お
い
て
も
ミ
サ
中
の
み
に
限
定

し
、
こ
れ
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
典
礼
用
衣
服
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
且
つ
こ
れ
を
以
て
ロ

l
マ
と
地
方
教
会
を
つ
な
ぐ
斉
一

的
な
紐
帯
に
利
用
せ
ん
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

。
吋
巾
向
。
ユ
ロ
師
同

は
こ
の
よ
う
に
司
mi－－
E
B

倒
第
四
は
、
宮
－
HHEB
の
本
質
の
示
現
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
史
料
は
五
九
九
年
〉
巳
ロ
ロ
司
教

ω可
mim－ユ
5
宛
の
も
の
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
「
確
か
に
彼
の
衣
服
に
多
少
の
も
の
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
余
は
又
次
の
こ
と
を
も
与
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
（
ω可
mm一ユ
5
の）

B
2
5吉
宮
自
己
的
に
は
す
べ
て
を
通
じ
て
地
位
と
名
誉
を
ゆ
ず
る
も
、
〉
巳
ロ
ロ
の
巳
己
昨
日
の
教
会
は

F
3ロ

教
会
に
次
ぐ
地
位
を
占
む
べ
き
こ
と
、
且
っ
こ
の
地
位
と
序
列
を
寛
大
な
る
余
の
権
威
に
よ
り
て
彼
が
専
有
す
べ
き
こ
と
、
で
あ
る
。
然
し
て

他
の
司
教
た
ち
は
、
彼
の
叙
階
の
時
よ
り
、
教
会
会
議
の
座
席
に
お
い
て
、
或
い
は
副
署
に
お
い
て
、
或
い
は
其
他
の
万
事
に
お
い
て
、
彼



（ωM1mmH山
口
白
）
の
地
位
を
尊
重
し
、

自
ら
は
最
初
に
定
め
ら
れ
た
序
列
を
守
る
べ
き
こ
と
を
定
め
る
。

そ
の
訳
は
、

す
で
に
述
べ
た
如
く
、

官一

E
C
B
の
使
用
（
許
可
）
と
共
に
、
余
が
何
ら
か
の
特
権
を
（
与
え
る
）
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
、
す
べ
て
の

E
昨日
0

の

o足
。
が

述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
の
記
述
は
、
℃
巳
日
吉
田
が
未
だ
名
誉
的
な
飾
り
で
あ
り
、
多
少
の
特
権
を
伴
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
特

権
は
、
教
会
会
議
其
他
に
お
け
る
上
席
権
（
℃
芯
拡
自
－
n巾
）
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
実
質
的
な
裁
治
権
は
全
く
意
味
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。

然
る
に
イ
シ
グ
ラ
シ
ド
に
派
遣
さ
れ
た
〉
ロ
空
白
江
口

5
駒
の
六

O
一
年
の
お
書
は
大
き
な
変
佑
を
み
せ
て
い
る
。
「
主
の
仁
慈
と
汝
の
労
苦

に
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ル
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全
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恩
恵
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れ
る
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至
っ
た
故
に
、
汝
が
こ
の
教
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荘
厳
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サ
を
行
う
場

合
に
の
み
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E
B
の
使
用
を
許
可
す
る
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そ
は
、
汝
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汝
の
支
配
に
服
す
べ
き
十
二
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の
司
教
を
各
地
で
一
人
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っ
叙
階
せ
ん
が
為
で
あ

然
し
て
戸
。
ロ
号
ロ
の
の
守
山
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日
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司
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将
来
常
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そ
の
管
区
の
教
会
会
議
に
よ
っ
て
叙
階
さ
れ
、
且
つ
神
の
権
威
に
よ
り
て
余
が

仕
え
る
こ
の
聖
な
る
使
徒
の
座
よ
り

Z
E吋
の
百
円

E
S
を
受
領
す
ベ
凶
」
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こ
の
後
更
に
文
書
は
、
J

円
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昇
司
教
の
選
任
を
命
じ
、
教
線

句。。の
拡
大
に
つ
れ
、
こ
の
司
教
の
下
に
も
十
二
人
の
司
教
を
選
出
す
べ
き
こ
と
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且
つ
彼
に
も
宮

E
Z
B
を
付
与
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
上
で
、

〉
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川
口
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片
山
口

5
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ペ
日
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の
司
教
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対
等
な
地
位
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こ
と
を
規
定
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て
い
る
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云
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う
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ち
叫
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グ
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ア
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に
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て
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巨
ロ
ヨ
が
付
与
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れ
た
こ
と
、
む
そ
の
首
長
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る
が
故
に
そ
れ

〆，‘、

は
〉
ロ
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g江口
5
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
。
彼
は
今
後
十
二
人
の
司
教
の
頭
と
な
る
べ
く
予
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
現
実
に
は
未
だ
ア
シ
グ
リ

ア
に
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け
る
只
一
人
の
司
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に
す
ぎ
な
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て
彼
は
今
後
叙
階
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司
教
の
頭
と
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て
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B
Z
S
H
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E
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百
戸
E
B

又
そ
の
為
に
宮
口
E
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を
用
う
べ
き
こ
と
が
命
じ
ら
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て
い
る
の
で
あ
る
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…
叫
教
会
組
織
は
、

，，‘、
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氏
。
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）
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本
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位
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自
Z
S
U
O
H円E
ロ
ロ
臼
は
平
等
で
あ

こ
の
文
書
か
ら
次
の
こ
と
が

を
贈
ら
れ
た
の
で
あ
り
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B
2
5℃
0
5
m
g
E
を
頭
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す
る
教
会
管
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の
司
教
と
直
接
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き
で
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S
は
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そ
の
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帯
で
あ
る
と
共
に
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裁
治
権
の
徴
で
あ
る
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と
云
う
こ
と
で

あ
る
。
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LE PALLIUM 
Des origines a l'epoque de Gregoire le Grand 

Kenro KA W AIDA 

Nous avons, pour but, d'examiner !'evolution du pallium des 

archeveques depuis son origine jusqu'a l'epoque de Gregoire le 



Grand. En meme temps, sera mis en lumiere un aspect du develop­

pement de la hierarchie clans l'Eglise du Moyen-Age. 
Depuis l'age de Du Cange et de Thomasisn, les nombreuses 

etudes ont ete publiees sur le pallium, cependant toutes, pour en 

definir la nature, puisaient leur definition clans le Corpus Juris 

Canonici. 

Ph. Grierson clans son article sur le pallium des eveques d'Arles 

publie clans English Historical Review en 1934, mentionne que pour 

arriver a definir la nature du pallium, il faudrait une etude 

comparative rigoureuse, l'autre, des Documents Pontificaux con­

cernant cet insigne. Cependant Grierson n'en etudiait que le cas 

de l'eglise d'Arles. II me semblait que cette methode doit etre 

appliquee aux cas de don de pallium du mantle chretien occidental 

tout entier jusqu'a l'age de Gregoire le Grand. 

Cette etude examine done : 

I) de resumer des recherches faites jusqu'a present sur In 
forme et l'origine du pallium ; 

2) de relever de tous les documents pontificaux sur ce sujet 

contenus dans le Regesta Pontificum Romanorum de Jaffe-Wat­

tenbach; 

3) de dresser le tableau de distribution geographique et chro· 

nologique des eglises ayant rec;u le pallium ; 

4) de comparer ces documents l'un a l'autre. 

Nous en avons conclu qu'avant Gregoire le Grand, le pallium 

n'etait qu'un insigne de prestige ou plut6t, une decoration des 

vetements liturgiques de la personne d'eveque. Ce n'est que sous 

Gregoire le Grand, qu'il apparait pour la premiere fois comme un 

symbole de juridiction du point de vue institutionnelle ecclesias­

tique. 
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